
2021 年 3 月 18 日 

 

「アフラックウォレット」サービスの提供開始について 
～ご契約者様の日々の生活に寄り添った新たなお客様サービス～ 

 
 アフラック生命保険株式会社（代表取締役社長：古出 眞敏）は、ご契約者様の日々の生活

に寄り添った新たなお客様サービスとして、3 月 27 日より「アフラックウォレット」の提供

を開始いたします。 

 
アフラックウォレット*1とは、電子通貨への対応も見据えたアフラック独自のご契約者

様向けデジタル決済プラットフォームであり、ご契約者様専用サイト「よりそうネット」

からご利用いただけます。 

本サービスは、フィンテック企業をはじめとする他企業とのオープンイノベーションに

より、家計管理や資産形成をサポートする「オンライン家計簿サービス」、保有するさま

ざまなポイントを有効活用できる「ポイント交換ポータル」、Amazon ギフト券で一部据

置金*2を受け取れる「ポイント受取サービス」、貯まったポイントで保険料のお支払いが

できる「ポイント決済サービス」の 4 つのサービス（別紙参照）をご提供します。 

 
【アフラックウォレットのイメージ図】 

 
 
当社は、本サービスを通じて、人生 100 年時代に向けた老後のための資産形成ニーズの

高まり、デジタル社会の広がりに伴うキャッシュレス決済や共通ポイントの普及など、社

会環境や生活様式の変化に合わせて、お客様の日々の生活に寄り添った利便性の高いサー

ビスを提供していきます。 

＊1「オンライン家計簿サービス」「ポイント交換ポータル」は 3 月 27 日から、「ポイント受取サービ
ス」「ポイント決済サービス」は 6 月以降にサービス提供を予定しています。 

＊2 健康支援金・健康祝金・生存祝金 



【アフラックウォレットの概要】 

 
１．オンライン家計簿サービス 

 利用者数 1,150 万人を超える*1お金の見える化サービスを提供する株式会社マネー

フォワード（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO：辻 庸介）と提携し、ご契約

者様専用に『マネーフォワード for アフラック』の Web 版とアプリ版をご提供しま

す*2。『マネーフォワード for アフラック』は、金融機関の口座情報やポイントサービ

ス会社の登録情報をもとに簡単な操作で資産情報や銀行口座、保有している各種共通

ポイント（d ポイント・T ポイント・Ponta ポイントなど）の残高等を可視化・管理

できるサービスです。 

 
２．ポイント交換ポータル 

 各種共通ポイント（T ポイント・Ponta ポイント）の交換サイトを集約化したポータ

ルサイトをご提供します。ご契約者様がお手軽に外部の各種共通ポイント交換サイト

へアクセスして希望するポイントやマイレージに交換することを可能にする、生命保

険業界初*3の取り組みです。本サービスのご利用により、ポイント交換の情報収集に要

する時間を削減し、保有しているポイントを有効活用いただけるようになります。掲載

する共通ポイントの種類は、今後、拡充していく予定です。 

 
３．ポイント受取サービス 

一部据置金（健康支援金・健康祝金・生存祝金）をアマゾンジャパン合同会社（本

社：東京都目黒区、社長：ジャスパー・チャン）が提供する Amazon ギフト券で受け

取れるよう、受取方法を拡充します。ポイント受取サービスのご利用により、お客様

は受取口座の情報を当社へお届けいただく必要がございません。また、従来の受取方

法と比較して、お手続きから受取までの期間が短縮されます。 

 
４．ポイント決済サービス 

保険料支払いにおいて、株式会社 NTT ドコモ（本社：東京都千代田区、代表取締役

社長：井伊 基之）が提供する「d 払い®*4」をご利用できるよう、支払い方法を拡充し

ます。従来のコンビニ・金融機関での入金やクレジットカード、LINE Pay に加え、「d

払い®」もご利用いただけるようになります。なお、「d 払い®」での保険料のお支払い

は、生命保険業界初*3となります。 

 
＊1 株式会社マネーフォワードが運営する個人向けお金の見える化サービス『マネーフォワード ME』の

利用者数(2021 年 1 月時点) 
＊2「マネーフォワード for アフラック」は、株式会社マネーフォワードが当社のご契約者様向けに提供

するサービス 
＊3 2020 年 12 月現在 当社調べ 
＊4 株式会社 NTT ドコモの登録商標 

 
記載された情報は、発表日現在のものです。仕様、サービス内容などは予告なしに変更されることがあり
ますので、あらかじめご了承ください。 

 

別紙 
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